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一
九
九
二
年
七
月
、
か
ね
て
か
ら
親
交
の

あ
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
情
報
公
開
問
題
の
世

界
的
権
威
、
カ
ナ
ダ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ

オ
大
学
の
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
Ｈ
・
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教

授
が
来
日
さ
れ
た
。
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授
は
、
東

京
税
理
士
会
で
の
講
演
（
詳
し
く
は
同
会
会
報

『
東
京
税
理
士
界
』
四
六
二
号
）
を
手
始
め

に
、
各
地
で
の
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
情

報
公
開
法
の
専
門
家
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
講

演
・
視
察
を
重
ね
ら
れ
た
。

　
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授
は
、
帰
国
直
前
に
、
わ
が

国
の
状
況
を
見
た
感
想
を
私
に
話
さ
れ
た
。
と

く
に
番
号
制
の
導
入
問
題
と
の
関
連
で
、
「
日

本
政
府
、
行
政
官
僚
は
多
目
的
利
用
を
前
提
と

し
た
共
通
番
号
（
国
民
背
番
号
）
に
よ
り
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
創
設
を
考
え
て

い
る
と
思
う
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
日

本
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
の
専
門
家
は
、
共
通
番

号
を
使
っ
た
分
散
管
理
型
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
行
政
に
よ
る
国
民
の
《

デ
ー
タ
監
視
社
会
化
》
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
彼
ら
に
は
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
・
シ
ス

テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
し
、
し
か
も
そ
れ

を
実
際
に
構
築
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
展
望

が
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授
は
、
そ
の
後
の
書

簡
で
「
国
際
的
影
響
力
の
大
き
い
日
本
が
、
満

足
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
な
い
形
で
共
通
番
号
制

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
憂
慮

し
て
い
る
。
貴
殿
は
、
税
金
の
専
門
家
の
ポ
ー

ズ
を
取
る
の
は
や
め
に
し
て
、
真
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
擁
護
者
か
ら
成
る
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に

入
っ
て
（

）
、
日
本

で
し
っ
か
り
し
た
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
論
を
展
開
し

て
欲
し
い
」
と
私
に
催
促
さ
れ
た
。

　
Ｐ
Ｉ
Ｊ
は
、
九
四
年
末
に
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授

の
こ
う
し
た
指
摘
を
大
き
な
刺
激
と
し
て
発
足

し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
同
教
授
の
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指
摘
が
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ
う
し
た

動
き
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
当
面
の
活
動
を
、
『
国
民
背
番
号

制
に
よ
る
包
括
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
問
題
』
に
し
ぼ
っ
た
の
も
、
同
教
授
の

指
摘
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
た
め
の

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
国
民
背
番
号
問

題
検
討
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〈
Ｃ
Ｎ
Ｎ
＝

〉
」
の
設
置
も
、
同

教
授
の
指
摘
の
一
環
と
い
え
る
。

　
Ｐ
Ｉ
Ｊ
は
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら
わ
が
国
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
環
境
の
改
善
・
整
備
の
た
め
の
政

策
提
言
を
行
う
こ
と
を
ね
ら
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機

能
を
持
つ
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
の
非

政
府
団
体
（

）
』
で
あ
る
。
内

外
の
多
く
の
良
心
的
な
人
々
や
団
体
と
協
力
を

密
に
し
て
、
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
人
権

擁
護
活
動
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
的
に

自
由
な
社
会
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
現
在
、
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授
に
Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
創

設
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
私
ど
も
を
ご
支
援
・
ご
指
導
く
だ
さ
る
よ
う

に
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年
一
月
三
一
日
　

代

表

　

石

村

耕

治

Citizens Network Against National ID Numbers (CNN)

CNN ューズニ

―
市
民
サ
イ
ド
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
環
境
の

　
　
　
改
善
・
整
備
の
た
め
の
政
策
提
言
を
―

Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
創
設

ＰＩＪ創設記念公開講演会 　　　年３月２５日1995 1:
00pm.
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高
度
情
報
化
社
会
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ

る
今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
よ

り
、
《
行
政
・
役
人
の
ひ
と
り
歩
き
の
状

況
》
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。

現
在
、
行
政
が
あ
ら
ゆ
る
国
民
情
報
の
掌

握
を
ね
ら
い
に
進
め
て
い
る
《
包
括
的
な

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
》
設
置
の

構
想
が
、
機
関
車
的
な
役
割
を
に
な
お
う

と
し
て
い
る
。

推
進
を
う
た
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
各
省
庁
は
、
自
ら
が
保
有
す

る
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
相
互
に

利
用
し
合
お
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
課
税
庁
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
納
税
者
情
報
は
、

警
察
と
か
福
祉
、
入
国
管
理
の
当
局
に
提

供
、
あ
る
い
は
相
互
交
換
が
可
能
に
な

る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
納
税
者
情
報
は
、
消

費
者
信
用
情
報
機
関
や
金
融
機
関
な
ど
の

民
間
機
関
に
も
提
供
な
い
し
は
相
互
交
換

が
可
能
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
情
報
交
換
を
容
易
に
す
る
た

め
に
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省
連
絡
会

議
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
に
「
政
府
に

お
け
る
Ｏ
Ｓ
Ｉ
〔
開
放
型
シ
ス
テ
ム
間
相

互
接
続
〕
導
入
・
利
用
に
関
す
る
基
準
」

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
省
庁
に
対
し
、
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
あ
た
っ
て
は
Ｏ
Ｓ

Ｉ
機
能
を
持
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る

よ
う
に
求
め
た
。

　
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
、
一
人
ひ
と

り
に
付
け
た
番
号
で
各
人
の
情
報
フ
ァ
イ

ル
に
振
り
分
け
、
行
政
・
役
人
が
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
と
い
う
。

　
従
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
考
え
方
は
、
一
箇
所
の
ホ
ス
ト
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
集
約
す
る
《
集
中
管
理
型
》
の
シ
ス

テ
ム
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
風
刺
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・

オ
ー
ウ
ェ
ル
が
、
彼
の
作
品
『
一
九
八
四

年
』
の
中
で
描
い
た
監
視
国
家
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
こ
う
し
た
《
集
中
管
理
型
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
》
の
考
え
方
で
な

か
っ
た
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
思
考
の

も
と
で
は
、
税
務
、
福
祉
、
年
金
、
警
察

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
の
情
報
を
一

箇
所
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
人
口
が
数
百
万
人
の
地
方
自
治
体
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
、
人
口
が
一
億
人
、
二
億
人

と
も
な
る
と
、
す
べ
て
の
国
民
情
報
を
集

中
管
理
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ

る
。

　
ま
た
、
安
全
面
で
も
問
題
が
あ
る
。
さ

ら
に
集
中
管
理
型
の
シ
ス
テ
ム
は
、
わ
が

国
の
タ
テ
割
り
行
政
の
も
と
で
は
、
包
括

的
な
国
民
情
報
の
管
理
・
支
配
権
を
め
ぐ

ﾝ集中管理（処理）型データベース

ホスト・コン
ピュータ

集中管理型のデータベース

行政
機関

行政
機関

行政
機関

行政
機関

行政
機関行政

機関

行政
機関

行政
機関

情報の流れ

ﾞ分散管理（処理）型データベース

付番機関

分 散 管 理 型の包括的
ナショナル・データベース

各行政機関または民間機関が
運用・管理するデータベース

......

DB DB DB

DB DB

DB DB DB

DB

二
　
分
散
型
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
　
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
国
の
主
要
行
政
機
関
の
代
表
が
一
堂
に

会
し
、
「
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省
連
絡

会
議
」
を
開
い
て
い
る
。

　
こ
の
会
議
は
、
一
九
八
七
年
一
二
月
に

「
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
中
で
、
各
省
庁
の
保
有
す

る
情
報
を
相
互
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、

民
間
等
へ
の
提
供
に
よ
る
社
会
的
活
用
の

一
　
行
政
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　

　
　
　
設
置
の
方
針

　
Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
活
動
目
的
で
あ

る
、
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

環
境
改
善
の
課
題
に
と
っ
て
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
政
府
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
想
の
問
題
点
を
、
二
回
連
載

で
報
告
し
ま
す
。

PIJ Watch Series1

集中管理型のデーベース
分 散 管 理 型 の 包 括 的
ナ シ ョ ナ ル ・ デ ー ベ ー ス

政
府
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
構
想
と
国
民
背
番
号
制
の
導
入
（
１
）

―
Ｋ
Ｓ
Ｋ
（
国
税
総
合
管
理
）
シ
ス
テ
ム
と
番
号
制
問
題
は
不
可
分
―
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り
各
省
庁
の
確
執
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
構
築
は
困
難
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
集
中
管
理
型
の
シ
ス
テ

ム
思
考
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
包

括
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
を
現
実
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ

ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
《
集
中
管
理
型

》
か
ら
《
分
散
管
理
型
》
へ
と
考
え
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
一
箇
所
に
巨
大
な
デ
ー
タ
・

ベ
ー
ス
（
ホ
ス
ト
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
を

構
築
し
、
そ
こ
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
約

し
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
各
所
（
各
情

報
を
管
理
す
る
個
別
の
行
政
機
関
）
に
、

管
理
す
る
情
報
内
容
ご
と
に
分
散
し
た
形

で
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
設
置
し
、
通

信
回
線
を
使
用
し
て
相
互
に
情
報
を
瞬
時

に
か
つ
自
動
的
に
交
換
し
合
う
、
と
い
う

方
式
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
《
分
散
管
理
型
》
の
形

で
は
あ
る
が
、
包
括
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
可
能
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

スウェーデンの個人用国民背番号システム

行政データ処理コンピ
ュータ・センター(DAFA)
ＤＡＦＡがSPARを管理

ＳＰＡＲ
住民登録ファイル

　税　務　署　

銀 　行
保 険 会 社
不動産業者
通 販 会 社
一般の会社
　その他の
　民間機関

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

相 互 に ア ク セ ス で き る
個 人 情 報 フ ァ イ ル を 保 有　　
　　　　 課

税

庁

警

察

軍

隊

検

察

庁

社
会
保
障
等

郵

便

局

学

校

病

院

行
政
機
関

そ
の
他
の

行

政

機

関

　国　民　

納 税 者 番 号
PIN（個人番号）
を付番

　自由にアクセス

　データを提供　

　データを販売　

　住 民 登 録　

　データを提供　

　行政権の行使・国民管理は情報の流れ

※すべての官民の個人情報ファイルがPINを共通のアクセス・ナンバーとしてデータ管理されてい
　る。DAFAは官民からデータを収集し、逆に官民ともにDAFAからデータを入手している。

氏名、戸籍
から所得、
所有不動産
まで登録

4911180101

5009300250
8507242303

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

分
散
管
理
型
個
別

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

データを販売

国民・移住者

住民登録手続

税 務 署

編集部注：本図は、全国青年税理士連盟発行の視察団報

告「イギリス及びスウェーデンの『税務オンブズマン』

1994年7月」123ページ所収の図表より作成しました。

※すべての官民の個人情報ファイルがPIN

　を共通のアクセス・ナンバーとしてデー

　タ管理されている。DAFAは官民から　

　データを収集し、逆に官民ともにDAFA

　からデータを入手している。

分
散
管
理
型
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（住民登録ファイル）

分散管理型ナショナル・データベースを導入しているスウェーデンの国民背番号システム

s
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検
討
か
ら
国
民
説
得
の
段
階
へ

　
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
「
納
税
者
番
号

制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
種
々
の

角
度
か
ら
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
て
き
て

お
り
、
今
後
と
も
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
を
深
め
る
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め

る
努
力
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
、

こ
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
と
も
税
制

調
査
会
で
の
検
討
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
共
通
番
号
と
し
て
の
利
用
は
？

○
吉
岡
委
員
　
今
い
ろ
い
ろ
な
検
討
内
容

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の

中
で
ど
う
い
う
わ
け
で
か
抜
か
さ
れ
て
い

る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
　

　
そ
れ
は
こ
の
納
税
者
番
号
制
度
が
導
入

さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
各
省
庁
が
ど
う

納
税
者
番
号
と
Ｋ
Ｓ
Ｋ
を
　
　

　
　
　
め
ぐ
る
国
会
論
議

―
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
と
番
号
制
は
一
体
の
問
題
―

　
納
税
者
番
号
制
構
想
の
現
状

○
吉
岡
委
員
　
税
制
改
革
の
一
環
と
し
て

検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た
、
納
税
者
番
号

制
度
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は
長
い
間
い
ろ

い
ろ
議
論
が
あ
っ
た
問
題
で
す
が
、
今
ど

う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
最
初
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

は
、
「
第
一
二
九

国
会
　
税
制
改
正
に
関
す
る
参
議
院

大
蔵
委
員
会
で
の
審
議
（
平
成
六

〔
一
九
九
四
〕
年
三
月
二
八
日
）
」

か
ら
、
納
税
者
番
号
制
の
質
疑
を
紹

介
し
ま
す
。
た
だ
し
、
再
録
に
あ

た
っ
て
は
、
見
出
し
、
傍
線
、
句
読

点
、
か
っ
こ
書
き
の
説
明
な
ど
を
適

宜
補
足
し
た
た
め
、
原
文
そ
の
ま
ま

の
表
現
で
は
な
い
こ
と
を
、
お
断
り

し
て
お
き
ま
す
。

○
小
川
政
府
委
員
　
納
税
者
番
号
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
調
査
会
に
お
い
て

我
が
国
の
現
状
に
即
し
た
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
個
人
、
法
人
に
対
す
る
番
号

の
付
与
の
方
式
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
際

に
番
号
を
利
用
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る

か
、
そ
れ
か
ら
こ
う
し
た
番
号
制
度
を
導

入
し
た
と
き
の
コ
ス
ト
、
こ
の
制
度
の
効

果
、
ま
た
経
済
取
引
な
ど
へ
ど
う
い
う
影

響
が
あ
る
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と

い
っ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。
昨
年
（
一
九
九
三
年
）
の
税
制
調

査
会
の
答
申
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
う
し

た
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

「
利
子
、
株
式
等
譲
渡
益
に
対
す
る
総
合

課
税
へ
の
移
行
問
題
や
納
税
者
番
号
制
度

の
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
一
層
深

め
る
」
と
い
う
ふ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

検

国
民
背
番
号

証

[Data -0001]

　
こ
の
検
証
・
国
民
背
番
号
で
は
、
《

国
民
背
番
号
》
あ
る
い
は
、
そ
の
導

入
を
め
ぐ
る
政
府
・
各
省
庁
、
国

会
、
マ
ス
コ
ミ
、
学
界
、
市
民
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
動
き
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｉ
Ｊ
内

外
の
方
の
投
稿
も
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
そ
し

て
、
国
民
背
番
号
制
を
め
ぐ
る
各
種

の
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
育

て
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま

す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
編
集
部
〕

い
う
よ
う
に
共
通
番
号
と
し
て
利
用
す
る

か
と
い
う
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
り
ま
す
。
十
三
省
庁
（
参
加
省
庁
名
は

別
記
）
か
ら
成
る
『
税
務
等
行
政
分
野
に

お
け
る
共
通
番
号
制
度
に
関
す
る
関
係
省

庁
連
絡
検
討
会
議
』
と
い
う
長
い
名
前
の

会
議
が
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
小
委
員
会
の
報
告
の
中
で
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
ん
で
す
か
。
納
税
者
番
号
を
各
省

庁
が
全
部
ど
う
い
う
ふ
う
な
形
で
使
う
と

い
う
検
討
な
の
か
、
こ
れ
は
担
当
省
庁
は

ど
こ
か
、
責
任
あ
る
答
弁
を
求
め
ま
す
。

○
小
川
政
府
委
員
　
た
だ
い
ま
御
指
摘
の

あ
り
ま
し
た
関
係
省
庁
連
絡
検
討
会
議
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者
番
号
導
入
に
関
す
る
意
見
書
の
中
で
の

冒
頭
部
分
で
、
こ
れ
は
、
『
行
政
に
よ
る

個
人
情
報
の
集
中
管
理
の
危
険
を
生
じ
さ

せ
る
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
反
し
、

行
政
に
よ
る
情
報
管
理
社
会
を
実
現
さ
せ

る
危
険
の
あ
る
制
度
で
あ
る
』
と
い
っ

て
、
強
く
反
対
の
意
見
を
表
明
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
検
討
が
十
三
省
庁
か
ら
な

る
会
議
で
現
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
単
に
納
税
者
番
号
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
事
態
が
、
現
在

進
ん
で
い
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
に
私
は
と

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
問
題
は
日
弁
連
か
ら

の
意
見
書
等
も
念
頭
に
置
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
結

論
的
に
言
っ
て
、
納
税
者
番
号
は
導
入
す

る
し
か
な
い
、
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
う
考
え
て
い

い
で
す
か
。

○
小
川
政
府
委
員
　
ま
ず
先
ほ
ど
の
関
係

省
庁
連
絡
検
討
会
議
で
は
、
た
だ
い
ま
の

御
指
摘
の
問
題
か
ら
い
え
ば
、
そ
う
し
た

番
号
が
で
き
た
と
き
に
他
の
行
政
で
も
利

用
し
得
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
、
可
能
性

の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た

も
の
（
共
通
番
号
）
を
採
用
す
る
と
い
う

こ
と
を
決
め
、
そ
の
前
提
で
議
論
を
し
て

い
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
税
務
上
、
納
税
者
番
号
制
度
を

導
入
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
こ
う
し
た
も
の
を
さ
ら
に
一
つ
ず
つ

具
体
的
に
検
討
を
し
て
前
に
進
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
吉
岡
委
員
　
な
ぜ
ま
た
結
論
が
出
て
い

る
と
は
っ
き
り
言
え
な
い
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
う
答
弁
で
す
。

　
Ｋ
Ｓ
Ｋ
は
国
民
背
番
号
制
先
取
り
？

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
納
税
者
番
号
を
導
入

す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
結
論
は
出
て
い

な
い
。
そ
の
段
階
で
、
国
税
庁
で
国
税
管

理
シ
ス
テ
ム
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
の
具
体
化
作
業
が
現
に
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
）
は
ど
う
い
う
目
的

で
、
ど
う
い
う
計
画
で
、
予
算
総
額
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
窪
田
勝
弘
政
府
委
員
（
国
税
庁
長
官
官

房
、
国
税
審
議
官
）
　
国
税
庁
と
し
て

は
、
近
年
納
税
者
数
が
大
変
増
大
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
取
引
内
容
が
複
雑
、
広
域

化
し
て
い
る
、
そ
し
て
ま
た
、
納
税
者
側

の
事
務
処
理
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進
展

し
て
い
る
な
ど
の
、
税
務
環
境
を
取
り
巻

く
諸
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
対
応
い
た
し
ま
し
て
、
国
税
総

合
管
理
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
を
適
正
公
平
な
課
税
の
実
現
に
資

す
る
た
め
に
、
現
行
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
は
地
域
に
よ
り
、
あ
る
い
は
税
目

に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
、
複
雑
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
統
合
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
お
く
れ
て
い

る
資
産
税
徴
収
事
務
な
ど
も
取
り
込
ん

だ
、
全
国
か
つ
全
業
務
に
つ
い
て
一
元
的

な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
て
、
現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
六
ペ
ー
ジ
の
図
参

照
）
は
、
各
年
度
の
予
算
成
立
後
に
、
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
頃
に

東
京
国
税
局
の
京
橋
税
務
署
、
川
崎
北
税

務
署
に
お
い
て
導
入
し
、
同
年
十
一
月
ご

ろ
、
仙
台
国
税
局
の
福
島
税
務
署
、
白
河

税
務
署
に
お
い
て
導
入
し
、
平
成
八
（
一

九
九
六
）
年
十
二
月
ご
ろ
以
降
、
原
則
と

し
て
国
税
局
単
位
で
順
次
段
階
的
に
導
入

す
る
こ
と
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
予
算
の
額
で
ご
ざ
い
ま
す
が
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
度
か
ら
平
成
五
（
一
九

九
三
）
年
度
ま
で
合
わ
せ
ま
し
て
二
百
七

十
九
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
度
予
算
案
に
お

き
ま
し
て
は
、
百
六
十
七
億
円
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

○
吉
岡
委
員
　
こ
れ
（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
）
は
、
納

税
者
番
号
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に

は
、
税
制
調
査
会
の
平
成
元
年
度
の
答
申

に
お
き
ま
し
て
、
「
番
号
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
政
府
部
内
に
お
い
て
税
務
の

み
な
ら
ず
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
」
と
い
う
ふ
う

に
答
申
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
平

成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
設
け
ら
れ
た
連

絡
検
討
会
議
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
論

議
し
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
各
行
政
分
野

で
共
通
に
利
用
し
得
る
番
号
制
度
に
つ
い

て
関
係
省
庁
が
共
同
し
て
総
合
的
な
検
討

を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
し
仮
に

共
通
番
号
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た

場
合
、
ど
う
い
う
形
で
番
号
を
国
民
に
付

与
す
る
の
か
、
そ
れ
か
ら
各
種
の
行
政
分

野
で
ど
う
い
う
利
用
可
能
性
が
あ
る
か
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
場
も
通
じ
ま
し
て

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
反
す
る
？

○
吉
岡
委
員
　
そ
う
な
り
ま
す
と
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
納
税
者
番
号
制
度
と
い
う

の
は
、
単
に
納
税
者
番
号
で
は
な
く
、
各

省
庁
が
共
通
し
て
利
用
す
る
番
号
だ
と
い

う
こ
と
が
、
結
論
は
別
と
し
て
今
後
検
討

さ
れ
、
研
究
中
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
も
納
税
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〔図Ⅱ〕ＫＳＫシステム導入スケジュール（1994年4月時点）

試
行
・
移
行

東京局京橋署、川崎北署

仙台局福島署
原則として国税局単位で順

次段階的に移行▼

▼ ▼

95年1月頃

95年11月頃

95年12月頃

全国運用

・申告書のＯＣＲ入力
・登録確認
・決議書作成 等

シ
ス
テ
ム
開
発
・
テ
ス
ト

・債権管理事務
・申告審理
・調査対象選定 等

・納税証明書発行
・転出入に伴う課税課税事績の自動引き継ぎ等

レベルアップ

（注）１.局別の具体的な移行時期につ

いては、現在検討中である。

2..試行・移行とも、正式な決定

は、各年度の予算成立後となる。

白河署

共通番号を検討する会議に
　　参加している１３省庁

内閣内政審議室（本部）

法務省大臣官房長

外務省大臣官房長

大蔵省主計局長

大蔵省主税局長

国税庁次長

文部省大臣官房長

厚生省年金局長

社会保険庁次長

農林水産省経済局長

運輸省自動車交通局長

郵政省貯金局長

郵政省簡易保険局長

労働省大臣官房長

自治省行政局長

自治省税務局長

警察庁交通局長

総務庁行政管理局長

総務庁恩給局長

〔図Ⅰ〕ＫＳＫシステム導入までのスケジュールの概要（1993年7月時点）

1993年 1994年 1996年1995年 1997年

93事務年
度 94事務年度 95事務年度 96事務年度 97事務年度

▼ ▼ ▼ ▼
内部設計・プログラム製造・テスト

外部設計局面終了 試行開始 移行開始 全国運用

移行システム開発 試行局署データ移行 移行局署データ移行（順次）

試行局署研修 移行局署研修（順次）

局署コア要員・署内 局コア要員・署コア要員・署内

署内レイアウトの検討・営繕工事（電源・回線工事）
（順次）

端末機等設置（試行局署） 端末機等設置（移行局署・順次）

▼ ▼

中央（仮称）センター稼働開始 オンライン運用開始

［図｡ ］ＫＳＫシステム導入までのスケジュールの概要 （1993年7月時点）

引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
し
ょ

う
。
ま
さ
か
、
こ
れ
全
部
を
破
棄
し

ち
ゃ
っ
て
、
新
し
く
つ
く
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

○
窪
田
政
府
委
員
　
こ
の
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ

ム
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な

目
的
で
適
正
、
公
平
な
課
税
の
実
現
に
資

す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
国
民
共
通
番
号
の
関
係

　
一
方
、
納
税
者
番
号
制
度
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
の
段
階
で
、
具
体
的
な
内
容

は
不
明
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
確
た
る
こ
と

は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
納
税

者
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
の
段
階
で
対
応
策
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
吉
岡
委
員
　
せ
っ
か
く
四
百
億
以
上
、

五
百
億
近
く
も
金
を
導
入
し
て
機
械
化
し

て
、
納
税
者
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
た

ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
廃
棄
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
当
然
そ
れ
（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
）
は

納
税
者
番
号
制
度
の
土
台
に
な
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
機
械
化
が
悪
い
と
い
う
ふ
う
に

は
も
ち
ろ
ん
言
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ

の
納
税
者
番
号
制
度
、
そ
れ
を
国
民
共
通

番
号
制
度
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
研

究
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
、
し
か

も
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
の
答

え
は
ま
だ
出
て
も
い
な
い
段
階
、
し
か
も

一
方
で
は
日
弁
連
等
か
ら
も
反
対
の
意
見

が
出
て
い
る
と
き
に
、
そ
こ
へ
い
や
応
な

し
に
つ
な
が
る
、
そ
う
い
う
作
業
（
Ｋ
Ｓ

Ｋ
導
入
）
を
国
民
に
知
ら
せ
ず
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
納
税

者
番
号
に
つ
な
が
る
作
業
が
、
こ
っ
そ
り

と
進
ん
で
い
る
と
い
う
批
判
を
受
け
て
も

仕
方
の
な
い
状
況
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
長
い
経
過
が
あ
っ
て
、
国

民
の
間
に
も
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
っ
た
問

題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
い
に
慎
重
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

n

検

国
民
背
番
号

証

[Data- 0001]

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

［図｢ ］ＫＳＫシステム導入スケジュール （1994年4月時点）
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消
費
者
団
体
も

納
税
者
番
号
制
の
動
き
に

強
い
関
心

行
政
の
パ
ソ
コ
ン
化

に

注

文

す

る

″

″

検

国
民
背
番
号

証

[Data -0003]

置
、
一
人
一
台
体
制
に
。
地
方
通
産
局
は

ほ
ぼ
二
人
に
一
台
体
制
に
す
る
。

　
同
省
は
、
電
子
メ
ー
ル
・
電
子
掲
示

板
・
電
子
会
議
、
文
書
整
理
、
外
部
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
接
続
な
ど
の
ソ
フ
ト
を
用
意

し
、
将
来
的
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
だ

け
で
用
事
が
済
む
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
行
政
の
情
報
化
・
通
信
化
の
作
業
自
体

は
総
務
庁
が
ま
と
め
役
に
な
っ
て
、
「
行

政
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
二
十

五
省
庁
・
機
関
が
参
加
す
る
専
門
部
会
で

具
体
化
の
検
討
を
続
け
て
き
て
お
り
、
一

九
九
五
年
度
か
ら
、
五
年
計
画
で
具
体
化

を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
て
、
読
売
新
聞

の
同
記
事
は
、
近
い
将
来
、
省
庁
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
『
霞
が
関
Ｗ
Ａ
Ｎ

（
広
域
情
報
通
信
網
）
』
が
具
体
化
す
る

だ
ろ
う
と
し
て
、
「
今
か
ら
各
省
庁
間
の

情
報
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
共
有
と
、
円
滑

な
流
通
シ
ス
テ
ム
を
頭
に
入
れ
て
開
発
」

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
政

府
・
各
省
庁
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
文
を

付
け
て
い
る
。

]
大
蔵
省
も
、
各
省
庁
と
共
通
認
識
に

立
っ
て
大
局
的
な
予
算
化
を
。

^
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
行
政
効
率
化
の
視
点
が
必
要
。

_
申
請
・
届
け
出
、
許
認
可
・
登
録
な
ど

の
定
型
業
務
の
電
子
化
は
、
省
庁
間
の
標

　
一
九
九
四
年
十
一
月
二
五
日
付
け
の
読

売
新
聞
朝
刊
、
『
行
政
の
パ
ソ
コ
ン
化
に

注
文
す
る
』
と
の
記
事
は
、
「
霞
が
関
の

行
政
官
庁
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
業

務
の
電
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
」
状

況
を
報
道
し
て
い
る
。

　
昨
年
（
一
九
九
四
年
）
四
月
か
ら
す
で

に
、
郵
政
省
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

企
業
内
情
報
通
信
網
）
を
利
用

し
て
、
省
内
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
網
を
稼
働

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
通
産
省
も
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
〈
行
政
の
パ
ソ
コ
ン
化
〉
に
着
手
し

て
い
る
。

]
一
九
九
四
年
十
一
月
ま
で
に
カ
ラ
ー
　

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
二
千
三
百
台
（
本

　
省
千
二
百
台
、
地
方
通
産
局
千
百
台
）

　
を
導
入
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
。

^
一
九
九
五
年
二
月
ま
で
に
、
本
省
は
既

　
存
機
と
合
わ
せ
て
、
三
五
〇
〇
台
を
配

制
」
の
構
想
や
目
的
・
導
入
後
の
具
体
的

運
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
・
意
見

表
明
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
、
「
納
税
者
番

号
制
」
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
、
あ

る
い
は
運
動
の
方
針
に
つ
い
て
も
、
多
く

の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
同
分
科
会
に
参
加
し
た
各
市
民
団
体

の
、
「
共
通
番
号
」
の
導
入
・
民
間
利
用

な
ど
に
と
も
な
う
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
危
機
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
た
。

　
今
後
、
Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の

団
体
と
の
提
携
・
協
力
関
係
を
築
く
た
め

に
、
幅
広
く
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
）

　
昨
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
十
五
日

か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
日
本
消
費
者
連

盟
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
三

十
数
団
体
の
消
費
者
運
動
関
連
団
体
が
集

ま
り
、
第
三
十
三
回
全
国
消
費
者
大
会
が

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
消
費
者
権
利
実
現
へ
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
す
る
同
大
会
の
、
第
五
分
科
会

『
情
報
公
開
と
消
費
者
の
権
利
』
に
お
い

て
、
税
理
士
の
辻
村
祥
造
氏
（
本
会
常
任

運
営
委
員
）
は
、
青
年
法
律
家
協
会
の
協

力
を
得
て
、
「
納
税
者
番
号
制
」
の
問
題

に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

　
同
分
科
会
を
担
当
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ

る
「
製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
」
制
定

の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
き
た
市
民

団
体
で
あ
り
、
今
後
は
、
行
政
及
び
大
企

業
の
情
報
公
開
を
活
動
の
中
心
テ
ー
マ
と

し
て
運
動
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
な
か

で
、
「
納
税
者
番
号
制
」
の
学
習
が
行
わ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
同
分
科
会
で
は
、
表
記
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、

辻
村
氏
の
報
告
に
対
し
、
「
納
税
者
番
号

検

国
民
背
番
号

証

[Data -0002]
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準
化
を
。

_
文
書
の
公
印
の
省
略
と
電
子
決

済
の
導
入
、
省
庁
間
の
文
書
交
換

の
シ
ス
テ
ム
化
、
電
子
記
録
に
よ

る
税
務
上
の
帳
簿
書
類
の
保
存
義

務
容
認
既
定
の
整
備
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
紙
は
「
行
政
事
務
の

合
理
化
、
迅
速
化
」
、
「
省
庁
の
タ
テ
割

り
の
弊
害
が
除
か
れ
る
」
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
、
行
政
の
パ
ソ
コ
ン
化
に
手
放
し

で
賛
成
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
配

慮
」
を
求
め
る
だ
け
で
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
各
省
庁
間
の
情
報
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
共
有
と
、
円
滑
な
流
通
シ
ス
テ

ム
」
が
稼
働
し
、
運
用
さ
れ
た
場
合
の

「
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
や
「
精
神

的
自
由
の
保
障
」
の
た
め
の
、
法
的
な
規

制
や
救
済
措
置
の
制
度
の
必
要
性
に
は
、

き
わ
め
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
、
行
政
や
官
僚
が
や
る
こ
と
に

「
全
幅
の
信
頼
」
を
抱
く
、
楽
観
的
な
論

評
・
報
道
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
気
軽
に
「
行
政
の
パ
ソ

コ
ン
化
」
を
礼
賛
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
姿
勢

に
こ
そ
、
国
民
の
側
か
ら
、
「
そ
れ
で
本

当
に
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
が
護

れ
ま
す
か
？
」
と
、
『
注
文
す
る
』
運
動

を
広
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
）

愛
犬
に
チ
ッ
プ
埋
め
込
み

〜
将
来
、
人
間
に
も

《
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
》
？
〜

　
一
九
九
四
年
十
一
月
八
日
付
け
の
朝
日

新
聞
朝
刊
に
、
「
飼
い
犬
識
別
に
小
型
集

積
回
路
―
厚
生
省
検
討
会
が
『
埋
め
込

み
』
提
言
―
」
と
の
見
出
し
で
、
狂
犬
病

予
防
法
の
飼
い
犬
登
録
制
度
に
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
（
超
小
型
集
積
回
路
）
の
導
入

を
柱
と
す
る
計
画
案
が
報
道
さ
れ
た
。

　
厚
生
省
が
検
討
し
て
い
る
こ
の
チ
ッ
プ

（
太
さ
約
二
ミ
リ
長
さ
約
十
ミ
リ
の
ガ
ラ

ス
の
カ
プ
セ
ル
入
り
）
は
、
特
殊
な
注
射

器
を
使
っ
て
犬
の
首
周
辺
に
埋
め
込
ま
れ

る
と
、
半
永
久
的
に
作
動
す
る
。
そ
の
犬

の
首
を
弱
い
電
波
を
出
す
読
み
取
り
機
で

な
ぞ
る
と
、
即
座
に
犬
の
登
録
番
号
が
打

ち
返
さ
れ
、
読
み
取
り
機
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
つ
な
ぐ
と
、
飼
い
主
の
連
絡
先
や
狂

犬
病
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
う
け
た
か
ど
う
か

す
ぐ
わ
か
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
厚
生
省
は
捨
て
犬
対
策
な
ど
に
役
立
て

る
の
が
目
的
と
し
て
い
る
が
、
犬
を
捨
て

よ
う
と
す
る
人
は
も
と
も
と
犬
の
登
録
な

ど
す
る
と
は
思
え
な
い
。
捨
て
犬
は
、
そ

も
そ
も
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
問
題
な
の

で
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
捨
て
犬
問
題

が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
記
事
は
、
こ
の

よ
う
な
役
人
の
発
想
が
、
単
に
捨
て
犬
問

題
の
対
策
に
向
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
人
間
の
管
理
、
例
え
ば
老
人
の
徘

徊
対
策
に
も
、
将
来
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
、
た
だ
ち
に
想
定
さ
せ
る
。
犬
と
同

じ
よ
う
に
、
老
人
に
電
波
を
発
信
す
る

チ
ッ
プ
を
埋
め
込
む
処
置
を
実
施
す
れ

ば
、
ど
こ
を
徘
徊
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ

の
所
在
や
保
護
者
の
住
所
氏
名
が
す
ぐ
わ

か
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　
犬
へ
の
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
で
安
全
性
の

実
験
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
人
間
に
も
、
と

い
う
こ
と
を
厚
生
省
は
狙
っ
て
い
る
に
違

い
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
さ
ほ
ど
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
捨
て
犬

対
策
に
、
費
用
の
か
か
る
研
究
を
実
施
し

チ
ッ
プ
埋
め
込
み
を
法
制
化
す
る
必
然
性

が
な
い
。

　
こ
の
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
は
、
さ
ら
に
そ

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
産
院
で
の
新
生
児

の
識
別
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
犬
か
ら
ま
ず
老
人

へ
、
そ
し
て
将
来
生
ま
れ
て
く
る
人
間
は

誕
生
し
た
と
き
か
ら
す
べ
て
チ
ッ
プ
を
埋

め
込
ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
政
府
が
国
民
を
管
理
す
る
の
に
、
こ
ん

な
に
都
合
の
よ
い
シ
ス
テ
ム
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
チ
ッ
プ
に
書
き
込
む
個
人

の
識
別
番
号
に
は
、
共
通
番
号
〔
国
民
背

番
号
〕
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
誰

が
ど
こ
に
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
、
チ
ッ
プ
か
ら
読
み
と
っ
た

《
共
通
番
号
》
で
照
会
す
れ
ば
、
こ
の
人

物
は
ど
こ
の
誰
か
、
勤
務
先
の
名
称
や
所

在
地
、
前
科
の
有
無
、
そ
の
他
知
り
た
い

情
報
は
す
べ
て
即
座
に
わ
か
る
。

　
犬
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
成
功
す
れ
ば
、

役
人
は
、
老
人
保
護
や
犯
罪
防
止
目
的
の

た
め
な
ど
と
言
っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

人
間
に
も
導
入
す
る
こ
と
を
《
検
討
》
し

始
め
る
で
あ
ろ
う
。
国
民
と
国
民
情
報
の

徹
底
し
た
管
理
を
め
ざ
し
て
、
政
府
は

着
々
と
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
《
犬
に
チ
ッ
プ
埋
め
込
》
の
法
制
化

は
、
人
間
へ
の
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
の
た
め

の
第
一
ス
テ
ッ
プ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
警

戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
（
こ
）

[Data -0003]

検

国
民
背
番
号

証

[Data -0004]
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ク
タ
ー

）
」
、
「
フ
ィ
ラ

ン

ソ

ロ

フ

ィ

ッ

ク

・

セ

ク

タ

ー

（

）
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
る
。

　
こ
う
し
た
非
営
利
・
非
政
府
セ
ク
タ
ー

で
活
動
し
て
い
る
団
体
こ
そ
が
、
真
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
呼
ば
れ
る
組
織
体
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
一
〇
〇
万
を
超
え
る

多
様
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
る
、
と
い

わ
れ
て
い
る
。
規
模
と
し
て
は
、
メ
ン

バ
ー
数
人
の
も
の
か
ら
何
十
万
人
の
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
数

の
多
さ
は
、
一
つ
に
、
旺
盛
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
と
、
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
有
り
と
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
組
織

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
そ
の
活
動
分
野
も
伝
統
的
な
学
術
・
教

育
、
文
化
・
芸
術
、
宗
教
、
救
貧
な
ど
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
今
日
で
は
、
都
市
・
人

間
環
境
保
全
、
薬
物
中
毒
者
・
前
歴
者
救

済
、
エ
イ
ズ
・

難
病
対
策
、
公
民
権
運

動
・
性
差
別
救
済
、
高
齢
者
ケ
ア
、
ホ
ー

PIJ Watch Series2　

は
じ
め
に

　
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
、
法
人

企
業
や
企
業
財
団
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

は
、
以
前
の
よ
う
な
活
気
を
失
い
つ
つ
あ

る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
一
方
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
、
個

人
市
民
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
。

一
般
に
活
動
規
模
も
小
さ
く
、
市
民
手
作

り
と
い
う
こ
と
も
相
ま
っ
て
経
済
変
動
の

影
響
も
少
な
い
。
ま
た
、
活
動
の
仕
方
も

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｊ

の
よ
う
な
市
民
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
す
る
場
合
、

わ
が
国
の
社
会
で
は
、
ど
の
よ
う

な
環
境
・
基
盤
・
法
制
が
用
意
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
今
な
ぜ
必

要
な
の
か
を
考
え
ま
す
。

地
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
は
、

生
活
環
境
の
改
善
、
消
費
者
保
護
な
ど
国

内
の
日
常
問
題
か
ら
、
国
際
人
権
保
護
、

地
球
環
境
保
全
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
ぶ
。

こ
れ
ら
多
様
な
分
野
で
市
民
活
動
に
従
事

す
る
団
体
（
「
市
民
団
体
」
な
い
し
は

「
市
民
活
動
団
体
」
）
は
、
近
年
、
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
」
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
、

英
語
の

の
略
で
あ
り
、
一
般
に

《
民
間
非
営
利
団
体
》
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
は
、
英
語
のの

略
で
あ
り
、
一
般
に
、
《
非
政
府
団
体
》

な
い
し
は
《
国
際
協
力
市
民
組
織
》
な
ど

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
は
、
法
人
企

業
の
社
会
貢
献
活
動
と
は
異
な
り
、
経
済

の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
な
い
、
と
い

う
強
み
は
あ
る
。
と
こ
ろ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
多
く
は
、
『
法
人
格
の
な
い
団

体
』
、
い
わ
ゆ
る
「
任
意
団
体
」
で
あ

る
。
民
法
三
四
条
に
基
づ
く
財
団
法
人
な

ど
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
企
業
財
団
に
比

べ
、
組
織
や
財
政
的
基
盤
は
ぜ
い
弱
で
あ

る
。
ま
た
、
社
会
的
信
用
度
も
あ
ま
り
高

く
な
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
と
は
何
か
　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
用
語
は
、
文
字

ど
お
り
、
非
営
利
、
非
政
府
の
市
民
活
動
団

体
を
言
い
表
す
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
「
非
営
利
・
非

政
府
セ
ク
タ
ー
」
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
（
政

府
部
門
）
な
い
し
は
第
二
セ
ク
タ
ー
（
営

利
企
業
部
門
）
か
ら
自
立
し
た
組
織
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
「
第
三
セ
ク
タ
ー
（

）
」
な
い
し
は
「
独
立
セ
ク

タ
ー
（

）
」
と
呼
ば
れ

る
。
ま
た
、
一
般
に
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ

朝
日
大
学
教
授

Ｐ
Ｉ
Ｊ
代
表

石

村

耕

治

市
民
団
体
を
支
え
る
法
人
制
度
・
税
制
を
考
え
る
（
１
）

―
な
ぜ
、
わ
が
国
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
必
要
か
―
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ム
レ
ス
救
援
、
消
費
者
保
護
な

ど
、
極
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
国
内
問
題
に

加
え
、
地
球
環
境
保
全
、
国
際
的

な
人
権
擁
護
、
難
民
救
済
、
核
兵

器
廃
絶
な
ど
、
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課

題
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
『
市

民
団
体
』
と
い
う
呼
び
名
で
多
様
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
存
在
し
、
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
活
動
の

内
容
は
国
内
問
題
が
中
心
で
あ
っ
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
増
え
て
き
た
の
は
、
つ
い
最
近

の
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
《
市
民
団
体
＝
反
政
府

団
体
》
、
《
第
三
セ
ク
タ
ー
＝
官
民
混
合

（
半
官
半
民
）
セ
ク
タ
ー
》
、
《
民
間
公

益
団
体
＝
行
政
補
完
型
の
外
郭
団
体
》
と

い
っ
た
理
解
が

普
遍
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
し
く
『
土
着
の
定

義
』
で
あ
る
。
国
際
的
に
通
用
し
て
い
る

定
義
か
ら
、
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
真
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
い

く
つ
か
の
基
準
を
用
い
て
判
断
す
る
。
最

も
普
遍
的
な
判
断
基
準
は
、
]
「
非
政
府

性
」
、
^
「
非
営
利
性
」
、
_
「
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
」
で
あ
る
。

　
]
「
非
政
府
性
」
と
は

　
第
一
の
「
非
政
府
性
（
Ｎ
Ｇ
＝

）
」
と
は
、
「
政
府
組
織
＝

Ｇ

Ｏ

（

）
」
か
ら
自
立
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ

る
《
反
政
府
（

）
》

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
非
政
府
組
織
で
あ
り
、
決
し
て
反
政

府
組
織
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
非
政
府
性
の
基
準
に
従
う

と
、
わ
が
国
に
数
多
く
あ
る
行
政
補
完
型

な
い
し
は
行
政
主
導
型
の
「
外
郭
団
体
」

は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
は
い
え
な
い
。
天
下
り
役
人
の
受
け

皿
的
色
彩
の
濃
い
各
種
の
振
興
財
団
や
企

業
財
団
、
事
業
者
団
体
な
ど
が
、
広
い
意

味
で
の
外
郭
団
体
の
典
型
と
い
え
る
。
一

般
に
、
こ
の
種
の
団
体
は
、
法
人
税
法
上

の
「
公
益
法
人
等
」
（
法
人
税
法
の
別
表

｢
）
に
該
当
す
る
財
団
な
い
し
は
社
団
法

人
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま

た
、
こ
の
種
の
団
体
に
は
、
大
量
の
役
人

の
天
下
り
と
と
も
に
多
額
の
補
助
金
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
さ
ら

に
、
実
際
の
活

動
内
容
に
、
《
公
益
性

》
、
《
社
会
貢
献
度
》
が
あ
る
の
か
ど
う

か
疑
わ
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
資
金
的
な
い
し
は
人
的
に
、
と
り

わ
け
第
一
セ
ク
タ
ー
（
政
府
部
門
）
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
外
郭
団
体
は
、
国
際
的

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
通
用
し
な

い
。

　
こ
の
点
に
関
連
し
、
わ
が
国
で
は
、
《

第
三
セ
ク
タ
ー
＝
官
民
混
合
セ
ク
タ
ー
》

と
す
る
理
解
が
根
強
い
。
し
か
し
、
真
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
本
来
、
第
一
、
第
二

セ
ク
タ
ー
か
ら
自
立
し
た
セ
ク
タ
ー
を
さ

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
自
立
し
た
セ
ク

タ
ー
に
あ
る
組
織
体
が
、
真
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
同
義

で
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か

し
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（）

」
と
い
う
用
語
は
、
元

来
、
国
連

に
お
い

て
「
政

府
組
織

（

）
」
と

の
対
語
に
お
い
て
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
う

し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
用

語
は
、
地
球
環
境
保
全
、
国
際
的
な
人
権

擁
護
、
難
民
救
済
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

分
野
で
活
動
す
る
《
国
際
市
民
協
力
組
織

（
団
体
）
》
に
限
定
す
る
意
味
で
使
わ
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

次

号

予

告

PIJ Watch Series2

報

情

 国

民

　
次
号
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、

『
政
府
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
想
と

国
民
背
番
号
制
の
導
入
』
、
『
市
民
団
体
を
支
え

る
法
人
制
度
・
税
制
を
考
え
る
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ

連
載
第
二
回
を
掲
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
総
務
庁
所
管
の
⑳
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

研
究
所
が
発
表
し
た
、
「
〔
提
言
〕
電
子
政
府
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
に
対
す
る
論
評
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
『
個
人
情
報
保
護
規
定
の
見
直

し
』
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
と
き
、
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。
普
通
は
、
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
の
法
制
や
機
構
を
、
一
層

強
化
す
る
」
意
見
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
〔
提
言
〕
で
は
、
官
民
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の

「
保
護
規
定
」
は
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る

と
の
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
使
う
『
個
人
識
別
コ
ー
ド
』
の

導
入
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
背
番
号
制
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
《
検
討
》
し
て
い
る
、
こ
の
〔
提
言
〕
の

内
容
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
次
号
以
下
で
点
検

し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
法
的

基
盤
整
備
を
提
言
す
る
、
『
民
間
非
営
利
法
人
法

案
要
綱
〔
試
案
〕
』
（
当
Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
・
税
制
検
討
委
員
会
・
編
）
を
掲

載
し
ま
す
。

　
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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あなたもＣＮＮのネットワークに
と は

〔プライバシー・インターナショナル・ジャパン〕

PIJ

入会資料請求先　Ｆａｘ　０３－３９８５－４５９０

国税庁・ＫＳＫシステムの透明化の課題

－ “ デ ー タ 監 視 に よ る 税 務 行 政 ” の
　 発 想 で は 納 税 者 の 権 利 は 守 れ な い －

Ａ４　100頁　　　　　  頒価　1,000円

もう、お読みいただけましたか？

　ＰＩＪが課題とする、プライバシー環境

の改善・整備のための研究書第１弾として

発行された本書は、国税庁が導入しつつあ

る「国税総合管理システム（ＫＳＫシステ

ム）」の概要、法制上の問題点、納税者・

国民の権利保護に与える重大な影響、諸外

国の状況、改善の方向を示し、国民背番号

制につながりかねない「納税者番号制」の

問題点を分析・研究した最新の著作です。

　「納税者番号制」の現状を知り、問題を

学習するのに最適のテキストです。

　ご注文は左記のfax/telまでどうぞ。

　“自分のプライバシーが侵害されているのではないか？”、と不安に感じることが多くなってきて

います。その原因は、さまざま考えられます。しかしもっとも大きな原因は、高度情報化社会が到来

し、今日の社会的・経済的な活動に、コンピュータによる情報処理が欠くことができない状況に至って

いる現象にあるのではないか、と思います。とくに、行政や企業などが、コンピュータを利用して市民

の個人情報をほぼ無制限に収集し、ネットワーク利用するようになってきたことが、わたしたちの不安

を助長しているのではないかと思います。生活が豊かになるにつれて、わたしたちはますます私生活を

大事にしたい、と感じるようになってきています。行政や企業などが、“効率性”をモットウに、プラ

イバシーに配慮しないかたちで大量の個人情報を収集・利用している状況 に違和感をおぼえるように

なってきています。

　現在のような状況を放置すれば、わが国は、確実に“データ監視社会”になってしまいます。データ

監視社会化を防止しプライバシーを保護するためには、行政や企業が持つ情報を、市民がコントロール

できるようにしなければなりません。また、ときには、“効率性”を犠牲にする必要もでてきます。　

　ＰＩＪは、データ監視社会化の防止、情報プライバシーの保護活動を推進するとともに、内外の機

関、個人などとの交流・協力を通じて、市民サイドからわが国のプライバシー環境の改善・整備のため

の政策提言を行うことをねらい に組織された、シンクタンク機能を持つ“プライバシーを守るための

非政府団体（Privacy NGO）”です。

　ＰＩＪの考え方や活動に賛同する個人や団体は、どなたでも会員になることができます。

ＰＩＪ調査・研究シリーズNo.1発刊

－  ＰＩＪは情報プライバシーの保護と

　　  政策提言による市民的貢献をめざすPrivacy NGO です  －

ＰＩＪの創設記念公開講演会開催

朝日大学教授　石村耕治  著

甲
州
街
道

東
口

西口

新南口
至
池
袋

至
渋
谷南口

ＪＲ新宿駅

札
幌
銀
行

●ファースト

キッチン

●マクドナルド

★新宿農協会館

ＪＲ山手線

ＪＲ中央線

営団地下鉄

新宿駅南口下車

　徒歩５分

【交通】

新宿農協会館　会議室

1995年３月２５日⑦　1:00pm.

《どなたでも自由に参加できます》

ＰＩＪ代表　石村耕治
－データ監視社会か、精神的に自由な社会か－

政府のナショナル・データ・ベース
　　構想と国民背番号制

　　入会いただいた方には、このＣＮＮニューズ（季刊）
　　　をお送りします。
　　会費は、正会員....................年間10,000円
　　　　　　賛助（購読）会員.......年間3,000円
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ＰＩＪ　組織の概要

編

集

及

び

発

行

人

IB Bldg. 10F,3-25-15 Nishi-ikebukuro
Toshima-ku, Tokyo, 171,Japan

     President  Koji ISHIMURA
             Tel/Fax +81-3-3985-4590

国内・海外のプライバシー関係の

NGO、学者・専門家と提携・協力

【ＰＩＪ組織概念図】

運営委員会

編集局長

論説主幹

論説委員

C N N ニ ュ ー

ズ及び研究書

の発行・情報

収集

第３条［目的］

　本会は、データ監視社会化の防止、情報プライバシーの保護活動を推進するとともに、内外の機

関、個人などの交流・協力を通じて、市民サイドから、わが国のプライバシー環境の改善・整備のた

めの調査研究・政策提言を行うことを目的とする。

第４条［事業］

　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

　１．調査研究及び苦情調査

　２．研究会、講演会及び講習会の企画・開催

　３．行政機関、立法府及び民間機関との協議・働きかけ

　４．機関誌その他の図書の刊行

　５．日本及び外国の機関、個人などとの交流及び協力

　６．その他の運営委員会において適当と認めた事業

 ＰＩＪ　規約抜粋

プライバシー・インターナショナル・ジャパン（ＰＩＪ）
東京都豊島区西池袋３－２５－１５　 IBビル１０Ｆ

(T)

Networkのつぶやき

・東海銀行でパソコン自動振込

サービスを悪用した多額詐欺事件

発覚。

“番号制先進国”アメリカでは、

この種の事件が国民背番号(SNN)を

悪用する形で多発しているとい

う。

“火に油を注ぐ”わが国の共通番

号（国民背番号制）制導入プラ

ン。

　 ど う す る 、 市 民 の プ ラ イ バ

シー。

代 　 表

副 代 表

ニューズレター

事 務 局 長

事務局次長
会の日常業務

を 処 理 ・ 統

轄、経理処理

会の活動に

ついての提

案・企画等

運営委員

総

会

活動報告　役員選任報告

活動方針　規約改廃　

Privacy International Japan(PIJ)

購 読 会 員

賛助会費通常会費

正 会 員

具体的課題ごとに組織される市民活

動ネットワーク（CNNなど）

活動ネットワーク調

査

研

究

部

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
部

法

規

対

策

部
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